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すが，現在は，アウトソーシング化が進んで
おり，治験関連業務について製薬企業を支援
する受託臨床試験実施機関：CROと呼ばれ
る企業や，治験を実施する医療機関を支援す
る治験実施施設管理機関：SMOと呼ばれる
企業への就職が多くなっており，そこで，こ
の「製薬企業学術研究職」の就職の割合が高
くなっているものと考えられます。また，本
学に注目してみますと，この開発職を含んだ
「製薬学術研究」という分類項目が突出して
おり，企業就職の割合そのものが高いのも特
徴です。さらに，薬剤師という資格を生かし
てか，他の私立薬系大学ではあまり見られな
い官公庁へと就職する者が多いのも特徴にな
っています。
また，新４年修士では，６年制と同様の傾
向が見られますが，本学の新４年修士の詳細
をみると，「開発職」もさることながら，「研
究職」としての就職の割合が多いと考えられ
ます。なお，本学における新４年修士の官公
庁への就職者は，ほとんどいなくなっている
ようです。
さて，薬学部卒業生の未来ですが，主に薬
剤師という資格を生かす職能と，化学的な知
識を武器に医薬品の研究開発や試験分析を行
う職人職の濃い職能に区分されていくものと
思います。
これまでの旧４年制薬学部卒業生の就職先
は，化学物質と医薬品と試験分析の知識と技
能を有し，かつ薬剤師資格を持ってることか
ら多岐にわたり，そこで活躍する薬学出身者
が多くいました。しかし，実際には，調剤や
薬物治療に一切関わることのない，あるいは
関われない薬剤師を多く輩出していた反省も
あり，薬剤師養成は６年制へと大きく舵を切
りました。
これからは，薬物治療の効果向上や，より
安全に医薬品を使用することに貢献する薬の
専門家，または患者の健康をサポートできる
薬剤師と，医薬品ばかりでなくさまざまな化
学物質を産み出したり，活用方法を模索する
研究者として，あるいは，高度な知識と専門
の分析技術などを有する専門家としての活躍
が期待できると考えています。
図６　大学院修士課程就職推移　企業等・官公庁
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